
2019. 9.  30  　　　Z E N S H U G A K U R E N   K A I H Ō　

―　新支部長紹介　－
　平成 31 年 2 月開催の長野県支部臨時総会を経て、支部長に就任されました、

臼田直子先生に登場していただきました。

プロフィール

昭和 32 年 2 月　臼田経理専門学校の前身校が学校教育法に
基づき、長野県より認可を得て前校長によ
り設置

昭和 60 年 2 月　全国珠算学校連盟の認定教場として
許可を得る

平成 5 年 4 月　臼田経理専門学校 入社
平成 18 年 6 月　同校校長に就任
平成 31 年 2 月　全国珠算学校連盟 長野県支部長に就任

現在に至る

＜趣　　味＞　自然観察

＜座右の銘＞　（好きな言葉）　感謝・素直・謙虚な心

＜抱　　負＞　〜 長野県支部長就任にあたり 〜

　近年、2030 年以降の社会と子ども達の未来について様々な議論がなされています。
特に教育は乳幼児から大学まで、ひと続きの教育を目指しており、子ども達には 「生きる力、
生きぬく力」 が求められています。その中で、幼児・小学校教育は、 「資質・能力」 の３つの柱
の力の獲得に傾注していく現在です。その３つの柱は、  １. 知識及び技能  ２. 思考力・判断力・
表現力等  ３. 学びに向かう力・人間性等　でありますが、この３つの力は 「珠算教育」 によっ
ても身につく力がほとんどです。ですから、今こそ、子ども達の未来を創る教育・育成の場
の一翼を担うことができる珠算教育が、大切であると感じております。このような時代だから
こそ、珠算は子ども達に必要とされる力を身につけられる場として、自信をもって、その技能・
技術を伝えていきたいと考えています。これからも会員の皆様と意見を交換しながら邁進さ
せて頂きたいと存じます。今後とも一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

長野県支部長 

 臼田 直子 先生

公益社団法人　全国珠算学校連盟

　　　　　　会　報 第  274 号　　　　　　会　報 第  282 号
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とき　令和元年 7 月 30 日（火）　ところ　アルカディア市ヶ谷（私学会館）  （東京・九段北）

　令和元年 7 月 30 日（火）東京都千代田区九段北の 「アルカディア市ヶ谷（私学会館）」 にて、令和最
初の第 38 回全日本珠算技能競技大会が開催されました。昨年のオリンピック記念センターから、都
内でも比較的アクセスに恵まれた、アルカディア市ヶ谷（私学会館）に会場を変更して開催。
　北海道から沖縄・九州勢に加え、モンゴル選抜の 4 名も参加し総勢 242 名（第一部 123 名、第二部
119 名）の精鋭が一堂に会し、熱戦を繰り広げました。大会には来賓として、衆議院議員で学校連盟
名誉会長の細田博之先生並びに参議院議員の橋本聖子先生、衆議院議員の和田義明先生、文部科学省
専修学校教育振興室長の廣野宏正様、（一社）日本珠算連盟の會本尚専務理事のご臨席をいただきまし
た。また、昨年度同様、個人総合と共に団体総合競技が実施され、個人総合競技の 1 部・2 部の優勝
者 2 名と団体総合優勝支部へ文部科学大臣賞が授与されるなど、各支部ともチームワークを発揮して
熱い戦いが繰り広げられました。
　開会式では、大会会長の吉田全国珠算学校連盟会長の挨拶から始まり、細田名誉会長の祝辞、橋本
先生並びに和田先生、文部科学省廣野室長のご祝辞と続き、長谷川岳参議院議員、義家弘介衆議院議
員、全珠連平上理事長からの出場選手への激励の祝電が披露されました。　以下、選手宣誓から始ま
る熱戦の状況や今大会の成績を含めご報告いたします。

第３８回　全日本珠算技能競技大会報告

第38回

第 37 回全日本珠算技能競技大会　団体 1部優勝 (宮城県） 第 37 回全日本珠算技能競技大会　団体２部優勝 (宮城県 )

日ごろの実力を

発揮するチャンス！

開催日時

会　　場

後　　援

2019年７月30日（火）午前 9：30

（東京)アルカディア市ヶ谷（私学会館）
東京都千代田区九段北４-２-２５  (03)3261-9921

文部科学省

   
主　　催 公益社団法人 全国珠算学校連盟 052-732-5051

祝辞を述べられる衆議院議員 和田先生 祝辞を述べられる文部科学省廣野専修学校教育振興室長

祝辞を述べられる細田大会名誉会長

選手宣誓（宮城県支部 林春貴くん）

開会宣言（岡田大会副会長）

祝辞を述べられる参議院議員 橋本先生

挨拶する吉田大会会長

大会ポスター
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競技大会の様子

大会会場（アルカディア市ヶ谷）

大会役員の先生方

競技スタートの瞬間

多くのギャラリーが見守る

大会講評（渡邊大会副会長）

大会問題の開封（木谷競技委員長）

文部科学大臣杯など賞品の数々

熱戦が続く

熱戦の様子

閉会の辞（南雲大会副会長）
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団体総合競技

団体総合第 1 部優勝（宮城県支部の皆さん）

団体総合第 1 部準優勝（三重県支部の皆さん）

団体総合第 2 部優勝（宮城県支部の皆さん）

団体総合第 2 部準優勝（三重県支部の皆さん）

順　位 支　部　名 得　点 支部高点選手名 ふりがな 得　点



順　位 支　部　名 得　点 支部高点選手名 ふりがな 得　点
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個人総合競技

　　　個人総合第 2 部　優勝　 藤井智貴さん（宮城県）
　　　　　　　　　　　準優勝 近藤伸乃介さん（三重県）

　　　個人総合第 1 部　優勝 　林諒くん（宮城県）
　　　　　　　　　　　準優勝 深谷柚衣さん（千葉県）

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名 得　点



順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名 得　点
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　種目別競技（読上暗算）　

　読上暗算競技　第 1 部　優勝　 吉田成希さん（宮城県）
　　　　　　　　　　　　準優勝 林諒くん（宮城県）

種目別競技開始

　読上暗算競技　第 2 部　優勝　 藤井智貴さん（宮城県）
　　　　　　　　　　　　準優勝 井上莉里さん（石川県）

読上暗算競技の様子

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名



順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名
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種目別競技（読上算）

　読上算競技　第 1 部　優勝　 林諒くん（宮城県）
　　　　　　　　　　　準優勝 川邉菜々子さん（宮城県）

入賞者の皆さん

　読上算競技　第 2 部 優勝 田辺真裕子さん（石川県）
　　　　　　　　　　 準優勝 藤井智貴さん（宮城県）

同時開催の教材展示会の様子

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名



順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名



順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名
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種目別競技（フラッシュ暗算）

フラッシュ暗算競技　第 1 部 優勝 　林諒くん（宮城県）
　　　　　　　　　　　　　 準優勝 深谷柚衣さん（千葉県）

フラッシュ暗算競技の様子

フラッシュ暗算競技　第 2 部 優勝　 遠山学さん（宮城県）
　　　　　　　　　　　　　 準優勝 近藤伸乃介さん（三重県）

大会終了後の記念撮影

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名



順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名

順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名



順　位 選手番号 選　手　名 ふりがな 学　年 支部名
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第４８回　全国珠算学校集合研修会の報告

とき　令和元年 8 月 18 日（日）・19 日（月）　　ところ　ヒルトン福岡シーホーク

　令和元年 8 月 18 日（日）・19 日（月）、福岡市中央区のヤフオクドーム（福岡ドーム）に近接した
「ヒルトン福岡シーホーク」 に於いて福岡県支部の主催にて第 48 回 「全国珠算学校集合研修会」 が
開催されました。残暑厳しい中、全国各地から多数の会員の先生および一般の先生並びに賛助会
員の方々が参加されました。
　8 月 18 日（日）午後 2 時 30 分からの研修会に先立つ開講式では、福岡県支部の加藤先生の総合
司会の下、吉田会長の挨拶から福岡県支部を代表して永田支部長の歓迎のことばと続き、研修会
第 1 講がスタートしました。
　第 1 講では、地元福岡県篠栗の南蔵院住職の林覚乗先生による 「人を育てる」 をテーマに心の在
り方など感動的な内容のお話をして頂きました。第 2 講では、大阪でそろばん教室を展開し海外
でもそろばんの普及に活躍されている岡部秀夫先生により、 「遊び心の大切さと言葉の持つ力」 と
題したテーマで、実践的な珠算教室での教育手法などについて、情報満載のお話がありました。
　研修会終了後は福岡県支部会員の先生方のこころ温まるおもてなしの下、素晴らしいアトラク
ションをまじえながらの懇親会（ディナー）を楽しみ、翌日の午前に解散。その後、久々に復活し
た希望者参加の（長崎への）オプショナルツアーが実施されました。また、同日に理事会が開催さ
れましたので、研修会の講演の概要と理事会での関連する議案など含め、以下ご報告いたします。

挨拶する吉田会長

開会の言葉（岡田副会長）

講師の先生（岡部先生、林先生）

参加の先生方

歓迎の挨拶（永田福岡県支部長）

ヒルトン福岡玄関前
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　第 1 講では、現在、福岡の南蔵院で住職をされている林覚乗先生による「人を育てる」をテーマに様々
な出会いの中でかけがえのない日常や自分を発見することを通して、人を幸せにする為の「心の勉強」
の必要性などを説きながらの感動を呼ぶ経験やエピソードを語って頂き、珠算教室で生徒に接してい
る先生方にも大変参考になるお話をして頂きました。

◆「人を育てる」講演要旨
　自分が幸せを感じられるような生き方をしていなければ、人を幸せにすることはできない。まず自分が、
今幸せの中に生きていることに気づく事。それには「心の勉強」が置き去りにされてはいないだろうか。か
けがえのない自分を発見する事こそ、自分を育てること。日常のささやかな出来事の中に、大きな価値を見
つけることで、心のゆたかさや出会いの素晴らしさに気づいて欲しいと説かれ、会場では多くの涙が見られ
るほどのいくつかの感動のエピソードを話していただきました。
　（さまざまなエピソードの詳しい内容は割愛させていただきました。）

◆まとめ
　年間 200 回の講演をなさる林覚乗先生の講演先はＪＲ、日本航空などサービス業関係も多く、
自分が幸せでなければ心から素晴らしいサービスは出来ないという話をされています。 自分が腹
を立てたり、怒っていては真心のこもった本当のサービスは出来ないということです。
　先生がおっしゃるように自分が幸せを感じるような生き方をしていなければ、人を幸せには出
来ない。そして今の世の中では、物が無いと幸せにはなれないような風潮がある。それは現代の
教育に問題がある。今回お話されたこころ温まるエピソードの数々から私たちは「心の勉強が必
要である」ことに気付かせられました。物ではなく、自分たちが生活するささやかな出来事の中
にこそ、お金で買えない大きな幸せ、大きな価値があるのではないでしょうか ?

第一講　「人を育てる」
林 覚乗　先生

講師プロフィール（抜粋）

昭和 28 年　福岡県粕屋郡篠栗町生まれ
昭和 51 年　高野山大学密教科卒業
昭和 51 〜 54 年　高野山真言宗ハワイ別院駐在開教師
昭和 56 年　南蔵院住職就任
平成 7 年 6 月　福岡県ユニバーシアード協賛ジャンボ
宝くじで 1 等特別賞 1 億 3000 万円当選。またその 10
日後にはナンバーくじで 500 万円を射止める。5 月に
完成したばかりの釈迦涅槃像の御利益ではとマスコミ
で話題になる。
現在、福岡いのちの電話相談員、福岡刑務所篤志面接
委員として登録。毎年、全国各地で約 200 回の講演を
行っている。「出会う人に明るさを与えられる人間であ
りたい」を信条に、講演を「現代の布教」と位置づけ、
エネルギッシュに活動している。

優しく語りかける林先生 熱心に聴講する先生方 林先生講演の様子
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第二講　「遊び心の大切さと言葉の持つ力」
岡部　秀夫　先生

講師プロフィール
明徳商業高等学校勤務時代に３５回全国優勝と
いう素晴らしい機会を目の当たりにする。計算
実務科の選任教員として定年までに 1 万人以上
の生徒を教える。3 年ごとに担当する 3 年生には
コース別の授業で卒業前に毎回 160 名の生徒を
対象に 1 週間の指導で、会議所珠算能力検定 1
級に挑戦、6 割以上の合格者を出していた。大勢
の生徒を指導する手腕を得るためにレクリエー
ションを学び、全国 300 名の上級指導者の仲間
入りを果たす。日本子どもチャレンジランキン
グ連盟と縁ができ、日本で二人の上級指導者の
うちの一人となり、西日本におけるイベント全
てに関わる。吉本興業・関西電力・大阪ガス・
パナソニックなどからの依頼もあった。13 年前
定年を迎えて依頼のあった「新そろばん楽習塾」
を引き継ぎ、フラッシュ暗算用パソコン 30 台な

ど現代にあったそろばん教室を目指して積極的に展開、現在に至る。縁あって、8 年前より指導するレ
バノンでは生徒数が 4000 名から現在では 5 万名を超える状況となっている。

　第２講では、珠算教室で生徒指導に応用できる豊富な材料が提供され、珠算教室の運営に携わる先生
方には、大変参考になるレポートも提供されました。

◆ピンチヒッター人生（高校教師も珠算教室もチャレランもピンチヒッターで引き受け）
　13 年前から「新そろばん楽習塾」という珠算教室をピンチヒッターでやっていますが、明徳商校のよ
うな高校生ではない小学生を相手にと「しゃべる」対象が変わりました。応用計算問題を教えるにして
も高校生ではなく小学生にはどのように教えるべきか？そこで「しゃべり」を研究することにより小学
生にも伝わるようになったのです。小学生の生徒でも理解できる説明方法やしゃべりは先生の指導力か
も知れません。高校教員でも珠算塾の先生でも 「しゃべり」 が資格の条件とはなっていないのですが、もっ
とも重要なものと思うようになったのです。私どもの教室のキーワードは「静か」です。生徒はおしゃ
べりをしません。先生の説明も一人ひとりにポイント説明をするだけで大きな声を出すこともありませ
ん。先生の声もとても小さいのですが生徒はしっかり理解しています。趣旨を理解すれば誰でもできる
指導方法です。

（ 毎月発行される「新そろ新聞」 ）
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　元来、日本の教育はアジア独特の反復練習・個別授業の影響を受けています。そろばんに関しては江
戸時代の 200 年間、塵劫記という素晴らしい教科書を得て、武士から市民まで日々反復練習を行って技
量を身につけたという。このアジアの教育方法が再認識され最近ではアジア各国ではそろばん教育が凄
い勢いで広がっています。中国の大きな団体は生徒数 300 万人、先生数 6 万人にもなっています。私ど
もの教室見学に来られて聞いた話ですので間違いのない話と思われます。
　私はレバノンの珠算団体の要請を受けて 8 年前より日本式の珠算における計算方法の指導に出向いて
おります。8 年前、4000 名の生徒数と言われていたのですが、今年、5 万名を超したとのことです。総人
口 200 万人、岐阜県ぐらいの大きさの国での珠算団体です。レバノンの人は日本が大好きです。レバノ
ン以外の海外に出向いても日本のそろばんに対する好感度の高さには驚くばかりです。レバノンの代表
が初めて来日し、私どもの教室で注目されたのが生徒への指導方法でした。しゃべって指示をしていな
いのに生徒が動いているということでした。しゃべらないで伝えるということは、しゃべりを極めて初
めてできる技術と気づいてくれたのです。そもそも海外への足がかりは本当に小さな奇跡の連続のよう
でした。珠算界に初めてチャレランを紹介して名古屋での珠算史研究学会で豊橋の大矢甫先生に出会っ
たことからでした。中国・オーストラリア・アメリカ等々たくさんの国を訪れることになったのです。
その延長戦上にレバノンとの縁があったと思っています。

　私は元々表現力の乏しいしゃべり下手な人間でどちらかと言うとコンプレックスの塊のような人間で
した。ところが珠算日本一となりブラジルに渡ることになった後輩の雨池健三選手のピンチヒッターで
明徳商業高校の教員に採用され、部員交流の為に学んだレクリエーションの技術がしゃべりの能力を高
めてくれ、友人のピンチヒッターとしてチャレラン担当にも抜擢されていくのです。気づいたらしゃべ
れなかった自分がしゃべれるようになっていたのです。

岡部先生講演の様子 様々な活動を映像で紹介

新珠に掲載された記事レバノン訪問のレポートが
掲載された「新そろ新聞」
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　新そろばん楽習塾もピンチヒッターで引き受けた教室です。その教室は 6 畳の間ぐらいの教室でした。
引き受けた時からあれよあれよという間に急展開し、見る見る間に大きな教室となりました。退職を機
会に閉じようと思っていた桂教室にも凄い勢いで影響が出て、今に至っています。先生方、京都観光の
ついでに是非私どもの教室にもお立ちより下さい。ありがたいことにずっとピンチヒッターであったわた
しがやっと天職を見つけたように、そろばんの先生という仕事は最高の仕事と思えるようになりました。

　子供の価値観は好きか嫌いかです。嫌いであれば夢中になって取り組めません。しかし、好きであれ
ばいくらでも取り組めます。ここで、チャラレンを紹介しようと思います。

◆チャレランの魅力
　「チャレラン」というのはカタカナですが、元を正せば「路地裏遊び」です。子供たちが自然にあそび
親しんできた「路地裏遊び」を現代風にシステム化したものがチャレンジランキング「チャレラン」な
のです。私は、チャレランが一番似合う習い事の場は「そろばん塾」だと思っています。チャレランは
これからの子供たちにとってとても大事なもの、そのチャレランを理解し続けていただけるのはそろば
ん教室の先生方だと思っています。競争・勝負・成長などそろばんで鍛えていることにも重なります。
それに誰でも使えます。使えば使うほど子供たちと距離が縮まってきます。子供たちを育てるために必
要なことをたくさん学べます。しかもとっても簡単です。
　それでは、早速チャレランの実際や活用方法をご紹介いたします。

① 珠算大会で時間調整のために使える種目：じゃんけん連続 3 回勝ち　→ 金メダル

② 紙きりでいちばん長くする

③ かさバランス

　　（など 400 種目もあるので、詳しくはチャレラン（41P）をご覧ください。）

◆まとめ
　もともと表現力の乏しいしゃべり下手なコンプレックスをお持ちになっていらした岡部先生が、ピン
チヒッターという形で明徳商業高等学校やチャレランと出会い、つき始め、さらに小さな奇跡の積み重
ねでいろいろな先生と出会うことによっていつの間にかしゃべれる人間になっていた。とにかく 40 歳か
ら 4 時間睡眠で仕事が楽しくて仕方がないというほど最高の人生を歩まれているように思われます。
　ぜひ、チャレランで「そろばんが好き、教室が好き、競争が好き、記録を出すのが好き、先生が好き」
という生徒を育てませんか。

チャレラン（じゃんけん大会） チャレランに挑戦する参加者
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集合研修会・懇親会などの様子

研修会受付（福岡県支部の先生方）

感動的な林覚乗先生の講演

講師への謝辞（福岡県支部 藤井先生）

懇親会（歓談の先生方）

総合司会（福岡県支部 加藤先生）

研修会の様子

次期開催支部挨拶（埼玉県支部の先生方）

懇親会（アトラクション 博多那能津会演奏）

同時開催の教材展示会

チャレランの魅力を語る岡部先生

懇親会（乾杯 渡邊副会長）

懇親会（閉会の言葉 南雲副会長）
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令和元年 8 月 18 日　第４８回 全国珠算学校集合研修会　参加者名簿　（敬称略）

No. 県名 氏 　 名 会員・役職 ツアー No. 県名 氏 　 名 会員・役職 ツアー No. 県名 氏　名 会員・役職 ツアー

1 福岡県 林 覚 乗 講師 41 山 本 千 恵 子 会員 81 宇 都 宮 勝 則 会員

2 大阪府 岡 部 秀 夫 講師 42 三重県 倉 田 裕 常任理事 〇 82 池 田 晴 子 会員 〇

3 北海道 吉 田 松 雄 会長 〇 43 倉 田 ひ ろ 美 会員 〇 83 大 内 マ ツ ノ 会員 〇

4 山 中 博 詞 振興連盟会長 〇 44 岐阜県 立 木 博 理事 84 加 藤 京 子 会員

5 小 林 久 美 子 支部長 45 関 谷 樹 弘 会員 85 小 嶋 美 暢 会員

6 佐 々 木 陽 子 職員 〇 46 石川県 木 谷 晋 也 常任理事 86 加 藤 歳 矢 会員

7 平 川 由 香 里 職員 〇 47 福井県 藤 井 重 昭 支部長 87 小 田 真 由 美 会員

8 千 葉 昌 弘 職員 〇 48 戸田川由香利 外 88 川 副 タ カ 子 会員

9 岩手県 千 田 重 子 会員 〇 49 福 岡 和 江 外 89 三 好 直 美 会員

10 宮城県 木 曽 賢 一 理事 50 大阪府 岡 田 良 章 副会長 〇 90 藤 木 由 香 会員

11 林 大 治 郎 参与 〇 51 河 村 嘉 洋 支部長 91 福岡県 中 願 寺 文 代 会員

12 林 芳 子 会員 〇 52 岡 田 隆 資 会員 92 森 恭 子 会員

13 新潟県 杵 鞭 博 昭 理事 53 北 山 悦 司 会員 93 山 村 鉎 市 会員

14 栃木県 横 須 賀 長 次 理事 〇 54 京都府 津 畑 吉 洋 支部長 94 佐賀県 吉 江 国 雄 支部長

15 横須賀富貴子 外 〇 55 兵庫県 蓮 井 慶 太 郎 常任理事 95 沖縄県 具 志 川 光 彦 支部長 〇

16 横 須 賀 正 典 会員 〇 56 細 川 照 子 会員

17 千葉県 鈴 木 啓 一 監事 57 岸 本 陽 子 会員 96 吉見出版 鈴 木 瑞 穂 賛助会員

18 鈴 木 重 成 会員 58 広島県 徳 永 博 旦 支部長 97 朝日プリント社 山 田 繁 賛助会員

19 林 貞 夫 外 〇 59 徳 永 友 江 会員 98 雲州そろばん 岩 佐 俊 秀 賛助会員

20 林 綾 子 会員 〇 60 山口県 山 口 弘 支部長 〇 99 ツーネット 竹 内 慎 賛助会員

21 鈴 木 幸 枝 会員 〇 61 吉 原 由 美 会員 〇 100 佐藤出版 佐 藤 幸 夫 賛助会員

22 東京都 渡 辺 攝 宣 副会長 62 茶 谷 満 里 子 会員 〇 101 佐 藤 温 栄 賛助会員

23 神奈川県 竹 中 翠 理事 〇 63 鬼 塚 文 子 会員 102 三貢工芸 松 山 好 延 賛助会員

24 榊 千 代 子 会員 64 町 野 美 津 子 会員 103 伊藤製作所 伊 藤 里 美 賛助会員

25 松 波 順 子 会員 65 山 本 保 子 会員 104 本　部 木 股 光 雄 事務局長 〇

26 吉 川 和 希 会員 〇 66 松 下 眞 璃 子 会員 105 桂 川 豊 スタッフ

27 吉 川 和 正 外 〇 67 松 下 智 明 会員 106 吉 田 由 美 スタッフ 〇

28 平 野 晶 子 会員 68 島根県 松 原 広 子 理事 107 水 野 住 江 スタッフ 〇

29 埼玉県 南 雲 初 江 副会長 〇 69 香川県 為 定 満 子 理事 108 日 比 野 誠 スタッフ

30 田 中 光 良 支部長 70 横 手 真 樹 会員

31 門 照 子 会員 〇 71 愛媛県 伊 藤 孝 広 支部長

32 星 野 清 志 外 72 曽 我 部 幸 夫 会員

33 群馬県 中 野 や よ い 支部長 73 曽 我 部 郁 代 会員

34 森 下 富 士 美 会員 74 秋 山 益 美 会員 〇

35 長野県 臼 田 直 子 支部長 75 福岡県 出 井 生 代 常任理事 〇

36 静岡県 広 瀬 三 千 男 理事 76 永 田 惠 美 子 支部長 〇

37 広 瀬 秀 子 会員 77 藤 井 伊 智 子 会員

38 愛知県 大 滝 徹 常任理事 〇 78 大 坪 正 典 会員 〇

39 古 川 侃 司 監事 〇 79 松 元 洋 平 会員 〇

40 村 田 康 代 会員 80 柴 田 雅 啓 会員 〇
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第 48 回集合研修会オプショナルツアー報告

　ここ数年事情により中止となっていましたが、今年度は福岡県支部のご協力で 「オプショナル
ツアー」 が復活し、集合研修会終了後、8 月 19 日（月）午後、福岡県支部が企画した 「長崎バスツアー」 
へ総勢 38 名で出発。目的地の長崎では、最初に 「平和公園」 を訪れ、平和記念像の他、平和の鐘・
平和の泉などを見学。その後、日本に現存する最古の教会で国宝でもある 「大浦天主堂」を見学。
そして、坂道を歩きグラバー園を訪ね、第１日目が終了。グラバー園に程近い ANA クラウンプ
ラザ（ホテル）に宿泊し、夕食を兼ねた懇親会で盛り上がり、参加者間の親睦も深まりました。
最終日の8月20日（火）午前、鎖国時代の面影が残る 「出島」 エリアを散策後、長崎をあとに福岡へ。 

「令和」 に縁の 「大宰府天満宮」 を見学し、12 名程が博多と福岡空港で帰路へ。残り 25 名程の先生
方は今回の研修で講師をお願いした林覚乗先生が住職を務められている、福岡篠栗の 「南蔵院」 を
訪問し、世界一の大きさを誇る 「釈迦涅槃像」 を見学。
　やや雨模様で暑さが幾分和らいだ中、2 日間に渡り坂道が多い長崎では、徒歩見学も含まれ、
先生方ややお疲れ気味でしたが、名所・旧跡や絶景などを存分に楽しんだツアーとなりました。
　一連の行事を企画・運営された福岡県支部の方々に一同、深く感謝しながら、令和最初の集合
研修会を無事終えることができました。参加者の皆様、お疲れ様でした。来年は、埼玉県でまた
お会いしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （本部事務局）

平和公園にて

出島にて

大浦天主堂

大宰府天満宮

グラバー園にて（三浦環の像）

長崎バスツアー懇親会（夕食会）
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答案審査会の報告

　会報等でご報告しております様に、当連盟の公益事業である珠算・暗算技能検定及び算数能力
検定に関し、毎回の検定実施後 2 〜 3 週間以内に本部に於きまして検定委員による答案審査会が
実施されているところですが、本部への答案回収につきましては会員の先生方のご協力、大変有
難うございます。令和元年度 6 月・7 月の検定試験を対象に実施された審査会の結果と今後改善
をお願いしたい「採点時の注意事項」など、以下ご報告致しますので、会員の先生方のご協力を
宜しくお願い申し上げます。

　令和元年度 第 3 回答案審査会を行いましたので、その結果について以下ご報告いたします。

１．日時：令和元年 7 月 3 日（水）10:00 〜 12:40
２．場所：本部事務局 
３．審査対象検定試験：令和元年 6 月 16 日施行の第 74 回算数能力検定試験
４．審査員：執行部役員 4 名

（出井検定委員長、岡田副会長、大滝学経対委員長、古川監事）
５．審査対象支部：受験者数の多い支部から 4 支部、少ない支部から 4 支部をピックアップして
　　答案審査
６．審査結果：（特記事項など）
　＜支部別個別の指摘＞

・単純な採点ミス・集計ミスの答案 5 件あり。
・単純な採点ミスの答案 3 件あり。
・珠算の級・段位が記入なしの答案が多くあった。
・採点の（〇）（×）が答えに重なり判読が困難。
・式の中に答えまで書いてあり、式は正解、答えは間違いの答案を（〇）にしている。
・4 年生の図形の問題（各頂点にア・イ・ウの記号、内角にあ・い・うと付けた二等辺三角形の

同じ大きさの角を問う問題）で、平仮名のいが正解（〇）のところ、カタカナの㋑の答案が多く
あり、正解（〇）と採点している。本来は不正解（×）とすべき。

　　※作問上の紛らわしさにも問題あり
　＜全般的な指摘＞

・教場によっては単純な採点ミスや集計ミスが散見された。
・珠算の級・段位が記入なしの答案が多くあった。

　　以上、「第 3 回検定試験答案審査会」のまとめとして、以下の事柄について会員各位へ
　算数検定答案採点注意事項として会報などを通して通知することとする。

令和元年度 第 3 回答案審査会報告書（算数能力検定試験）

・算数検定の採点の場合は、正しい答をしっかりと確認の上、採点すること。

  特に再審では細心の注意を払って採点及び点数の集計するようお願いしたい。

・算数検定試験と珠算検定試験の相関関係を分析しているので、答案には珠算の級・段位を記入

  するようにお願いしたい。
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　これまで会報等でご報告しております算数能力検定試験の答案審査会での注意事項などを取り
まとめ、9 月に支部長（検定試験責任者）へ通達を発送しておりますが、改めて会員の先生方へお
知らせを掲載し、先生方のご理解とご協力をお願い申し上げます。

算数検定 答案審査注意事項

公益社団法人
全国珠算学校連盟

全国算数能力検定試験審査に関する注意事項を、次のとおり例示する。

１．小学校の算数教育では、コンマ記入の指導はない。したがってコンマ記入がないのが

正解（〇）となる。ただし、コンマの記入があっても正解（〇）とする。

※珠算検定では、コンマと小数点を傾き方で区別するが、算数ではコンマがないので

傾き方にこだわる必要はない。

２．文章題の式（掛ける数）×（掛けられる数）の順序については、順序が入れ替わって

いる式も正解（〇）とする。

例：「1枚8円の紙を5枚買うと何円になりますか」

(式）この問題例では、8×5の順序で書くのが望ましいが、5×8でも正解（〇）とする。

３．分数の計算問題で約分をしていない答えは不正解（×）とする。

※ただし、４年生では10/10のような解答も正解としている。約分を学習するのは

５年生半ばなので、学習する時期を見極めた上で、判定する。

４．分数の計算問題で正解が2/5の場合、0.4でも正解（〇） とする。

５．答えに単位が必要な問題の場合、単位が書かれていない解答は不正解(×）とする。

６．上記５．とは逆に、答えに単位を書く必要のない問題の場合でも、単位が正しく書か

れていれば正解（〇）とする。

例：第74回6年生の問題 8⃣②は9、6、3が正解だが、9本、6個、3面でも正解（〇）

とする。

＜本部答案審査会での指摘事項＞

７．教場によっては単純な採点ミス、集計ミスが散見される。また、再審されていない答

案が見受けられる。特に再審の際は、答えを確認した上で細心の注意を払って、採点

すること。

８．間違った答えに×を付けていない答案が散見される。

正解には（〇）を、誤答および無解答には（×）を付けること。

９．得点に部分点（１問に１点など）を加えている答案がある。

算数能力検定に部分点はないので、１問正解で２点とし点数の集計をすること。

10．「珠算検定取得合格級・段」未記入の答案が見受けられるので、必ず記入すること。

（平成元年9月 通達）

全国算数能力検定試験 審査注意事項

（令和元年 9 月　通達）
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　令和元年度第４回検定試験答案審査会を行いましたので、その結果について、以下ご報告します。
１．日時：令和元年 8 月 9 日（金）10：00 〜 12：30
２．場所：本部事務局
３．審査対象検定試験：7 月 28 日施行の珠算・暗算検定試験
４．審査委員：検定委員 執行部役員 5 名（出井検定委員長、岡田副会長、倉田財務委員長、大滝
　　学経対委員長、古川監事）
５．審査対象支部：受験者数の多い支部と少ない支部から、合計 10 支部を抽出して答案を抜き取っ
　　て審査。他に、総合 10 段及び種目別 10 段合格者のすべての答案について審査。
６．審査結果：（特記事項など）
　< 最初に 10 段合格者 17 名すべての答案を再審査 >（珠算総合 0 名、種目別 1 名／暗算総合 4 名、種目別 12 名）

・暗算総合 10 段合格者 4 名の内 1 名は、乗暗算で答の誤答を抹消する際、消し残した数字と訂
正後の数字の間に 1 文字以上のスペースがない為、無効（×）とし、総合 10 段合格取消。残り
3 名は問題なく暗算総合 10 段合格承認。

・珠算種目別 10 段 1 名は、問題なく種目別 10 段合格承認。
・暗算種目別 10 段 12 名の内 9 名は、種目別 10 段合格承認。3 名については、採点の際、誤答

に対して（○）を付けていた為、種目別 10 段合格取消。
・以上の 10 段合格答案の審査結果を、各支部長経由、教場責任者へ連絡。

　<10 段合格者以外の審査 >

・4 桁以上の答でコンマの位置が数字の真下に書かれている答案に（○）本来（×）、コンマが数字
の 1 と読める答案に（○）本来（×）。

・誤答に対して（○）を付けるなど単純な採点ミスの答案が少なからず見受けられ、本来不合格が
合格、逆に合格が不合格になっているケースが多くあった。

・採点自体は正しいが点数集計が間違っており、合計点 85 点が 80 点になっているケースや、再
審で（○）が（×）になっているが、どこが間違いか分からないケースあり。

・欄外に答えを書くときのルールを理解していないケースあり。
・受験者の答案と「技能検定試験成績表兼証書授与台帳」に転記した点数が異なっていて、本来不

合格の受験者が合格となっているケースあり。
・ 答えの数字のうち、１字だけを訂正してある答案を（○）としているケースあり、本来（×）。
・岩手・栃木・東京・新潟・広島県は、特に問題はなく、適正に採点されている。
・暗算段位受験者の中に 85 才の方がみえました。
　以上、「第 4 回検定試験答案審査会」のまとめとして、以下とおり会員各位へ答案採点注意事項
として、会報などを通じてお知らせとご協力をお願いする。

令和元年度　第４回答案審査会報書（珠算・暗算技能検定試験）

・数字やコンマは、正確に丁寧に書くよう、再度教場での指導を徹底して欲しい。

・採点ミスで受験者の合格・不合格が、決まるので採点や授与台帳に転記の際には、細心の注意

  を払って欲しい。

・答案用紙送付方法がまだバラバラな支部あり。各支部の検定担当者から各教場の先生に、施行

  順序手引書（10 ページ）を参考に、答案用紙と授与台帳を封入するよう指導していただきたい。

・珠算・暗算段位検定試験申込書・申請書は、原本を本部へ送付のこと。（コピーは不可。）
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　第 10 回指導者研修会「明日の珠算を考える会 2019」開催のお知らせ

　昨年度は台風の影響で中止されましたが、今年度開催予定の第 10 回指導者研修会の概要が理事
会で発表され、案内書及び申込用紙等がすでに支部へ送られておりますので、パンフレットを掲
載してお知らせいたします。そろばん競技の強豪の育て方や楽しい授業の進め方など、日頃先生
方が苦労されている生徒指導に大いに役立つ講演内容が期待されます。多数の先生方のご参加を
お待ちしております。

公益社団法人 全国珠算学校連盟

会 場 　東京ガーデンパレス　東京都文教区湯島１－７－５　☎ 03-3813-5211

日 時

受 付 １２：３０ ～１２：５０　（研修会々場前ロビー） 【会場案内図】

開 会 １３：００

第一講 １３：１０ ～１４：２０

テ ーマ 『そろばんと私』　
講師 宮城県　林 順一郎 先生　

休 憩 １４：２０ ～１４：４０

第二講 １４：４０ ～１６：５０　（途中、休憩あり）

テ ーマ 『破天“黄”？ ～ 発信、海外、ライフスタイル、お金の　4つの話』　
講師 東京都　黄 俊豪 (こう しゅんごう) 先生　

珠算教室 Abacus Studio（アバカススタジオ）スタジオ長

閉 会

参加費 ２，０００円　（本連盟会員及び教職員） ／ 会員外　５，０００円

別途、参加申込書に参加料を添えて各支部を経由して本部へ。

該当欄に記入の上提出して下さい。

Ｎo. ☎

1

2

3

4

5

講師プロフィール：全国珠算教育連盟 珠算8段、暗算10段、フラッシュ暗算10段　台湾人の両親のもと昭和64
年戸塚生まれ、2歳で日本に帰化。慶應大法学部卒後、Abacus Studioを開業し開塾6年で暗算検定段位合格
者は延べ60名以上を輩出する。そろばんを通じて学力アップにも尽力し、塾生は超難関中学・高校に続々合
格。全員暗算段位取得をモットーに、そろばんが大好きな生徒を増やしたいと願っている。
これまでの珠算界にはないやり方で、そろばんの情報を中心に発信されている大変勢いのある新進気鋭の先
生です。海外の珠算界との交流もあり、自塾に活かせる新鮮な情報に接する刺激的な講演になると思います。

住　　　　　　　　　所

※各支部は参加者名簿と参加費を取りまとめの上、9月20日（金）まで
に本部事務局宛てお送りください。（各支部での受付：9月17日まで）

き　り　と　り　せ　ん

 令和元年度 「明日の珠算を考える会２０１９」 参加申込書
支部 責任者名

お　名　前

会 員 各 位

申 込 方 法　

記

 令和元年１０月６日（日）

拝啓　会員の先生方におかれましては、いよいよご健勝のこととお慶び申し上げます。
また日頃から本連盟の事業活動に対し、何かとご協力を賜り、誠にありがとうございます。
さて、下記の要領にて、珠算指導者研修会「明日の珠算を考える会２０１９」を開催いたし
ますので、先生方多数のご参加を頂きたくご案内申し上げます。　           　　　敬具

　　 　  会　 長       吉  田　  松  雄

　　　　　　　　　　　　（ＪＲ御茶ノ水駅 聖橋口より徒歩5分） 

１７：００

第１０回指導者研修会

「明日の珠算を考える会２０１９」のご案内

講師プロフィール：全国珠算学校連盟、全国珠算教育連盟、日本珠算連
盟 各珠算・暗算検定１０段　土屋宏明珠算名人の恩師としても知られ、日本
のトップレベルの選手を多数育てる。柔和な口調で語られるそろばんへの熱
意は多くの先生方の指導のヒントになると思います。

はやしそろばん総合学園副園長・(公社)全国珠算学校連盟理事　
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世界そろばんフェスティバルの報告（珠算教育団体連合会後援）

　令和元年 8 月 21 日（水）、東京珠算教育団体連合会主催（全国珠算教育団体連合会後援）の世

界そろばんフェスティバルが東京武道館で開催されましたので、取材して頂いた当連盟の連合会

専門委員の中島えいこ先生からのレポートを掲載します。

総勢 700 名の選手が集う会場風景

熱心に聴き入る参加者の様子

　東京 2020 オリンピック・パラリンピックに先駆け、技能文化交流及び国際親善を目的にこのフェ

スティバルは開催されました。参加国は海外 9 つの国と地域（イギリス、南アフリカ、アラブ首

長国連邦、インドネシア、スリランカ、マレーシア、トンガ、モンゴル、台湾）で、4 歳から 80

歳まで約 700 名が一同に集い大いに盛り上がりました。

　また、この競技大会と同時進行で開催された『珠算教育のこれまでとこれから』と題した国際

珠算教育シンポジウムに於いても活発な意見交換が行われました。

　発表国とテーマは次の通りです。インドネシア「ブレイン事務を用いた能力開発」 、レバノン「そ

ろばん学習を基礎としたジニアスマップ」 、マレーシア「UCMAS」 、イギリス「ロンドン南西部

より」 、トンガ「珠算教育のこれまでとこれから」 、そして日本は「公教育におけるそろばん教育」

で小原光治専門委員長が発表されました。　　　　　  （全国珠算学校連盟専門委員　中島えいこ）

国際珠算教育シンポジウムの様子
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本部事務局取り扱い販促物品のご案内

　これまでも会報等でご紹介しております通り、本部では生徒募集用ポスター、珠算・暗算合格シールの他、
認定教場看板、九九下敷きなど販促用品物や検定試験の申込書・受験票など様々な物品を取り扱って来てい
ます。今回、それらの物品の販売価格の一覧（最新版）を掲載致しますので、ご入用の際は、注文書に、ご
希望の数量等をご記入の上、本部宛ご注文ください。本部事務局（又は朝日プリント）より在庫の範囲で、
請求書と共に（支部経由）お送りいたします。

〒

支部渡 会員渡

1 1冊（100枚） ¥100 ¥100

2 1冊（100枚） ¥100 ¥100

3 100枚 ¥4,000 ¥4,000

4 1冊 ¥400 ¥600

5 1冊 ¥500 ¥500

6 1基 ¥1,500 ¥1,500

7 1枚 ¥50 ¥50

8 1枚 ¥50 ¥50

9 1枚 ¥50 ¥50

10 10枚 ¥500 ¥500

11 20枚 ¥2,000 ¥2,000

12 1枚 ¥2,500 ¥2,500

13 10枚 ¥100 ¥100

14 1枚 無料 無料

15 1枚 無料 無料

16 1枚 無料 無料

17 1冊（100枚） 無料 無料

18 1冊（100枚） 無料 無料

19 1冊（100枚） 無料 無料

20 1冊 無料 無料

21 1冊 無料 無料

22 1冊 無料 無料

23 1冊（100枚） 無料 無料

24 1冊（100枚） 無料 無料

25 合格シール発注明細 １シート20枚 ¥60 ¥80

1 級 シート 1 級 シート

準１級 シート 準１級 シート

2 級 シート 2 級 シート

準2級 シート 準2級 シート

3 級 シート 3 級 シート

準3級 シート 準3級 シート

4 級 シート 4 級 シート

5 級 シート 5 級 シート

6 級 シート 6 級 シート

7 級 シート 7 級 シート

8 級 シート 8 級 シート

9 級 シート 9 級 シート

10 級 シート 10 級 シート

小　計 シート 小　計 シート

※価格は消費税・送料込み

　　　　　　　　販 売 物 価 格 表・注 文 書　　    2019.9.30現在

（電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

番号 品　名 注文単位 注文数

担 当 者

支部・地区名 送付先住所：

九九下敷き ※100枚単位

摘　  要

珠算技能検定試験申込書・受験票

暗算技能検定試験申込書・受験票

価格

競技大会過去問題集

楯（会長賞）

算数検定過去問題集

賞状（会長賞）

優秀生徒表彰状 ※1会員5枚　2月に無料配布

※競技大会要項などを添付えて後援名義使用許可
申請書を提出願います。（楯6基、賞状7枚まで無料）

賞状（飾り枠のみ）

生徒募集ポスター(A3サイズ） (B 正面3人生徒）※10枚単位

九九ポスター（A1サイズ） ※20枚単位　（ｻｲｽﾞ：594mm×841mm）

安全会会員証

検定試験会場看板 ※アクリル板 （ｻｲｽﾞ：600mm×140mm×4mm）

珠算検定要項

暗算検定要項

算数検定要項 ※「算数検定のおすすめ」

珠算段位検定申込書

暗算段位検定申込書

算数検定申込書

珠算検定成績表兼証書授与台帳 3枚複写150枚／50部

暗算検定成績表兼証書授与台帳 3枚複写150枚／50部

暗算段位個人管理表

算数検定成績表兼証書授与台帳 3枚複写150枚／50部

珠算段位個人管理表

通信欄

※ご発注の際は注文数をご記入の上、ファクス（又は、郵送、メール添付）にて事務局までお送りください (Fax 052-733-5413)

珠
算
検
定

暗
算
検
定

合計
シート

金額
円
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2020 年（令和 2 年）主要行事及び検定試験予定について

2020 年（令和 2 年）主 要 行 事 予 定 表

　令和元年 8 月 19 日に福岡で開催の理事会にて報告、承認されました令和 2 年の学校連盟の主要行事の予定及
び検定試験の施行日について、以下の通り、お知らせいたします。   

2020 年 ･2021 年（令和 2 年・3 年）

全 国 珠 算 技 能 検 定 試 験 施 行 日
後　援　　文　部　科　学　省

2020 年 ･2021 年（令和 2 年・3 年）

全 国 算 数 能 力 検 定 試 験 施 行 日
後　援　　文　部　科　学　省

月　・　日 内　　　容 場　　所
1 月 11 日（土） 常任理事会 東京
2 月 23 日（日） 理事会（予算）・全国支部長会 東京
4 月 12 日（日） 決算監査会・常任理事会 本部事務局
5 月 10 日（日） 常任理事会・理事会（決算） 東京

6 月 7 日（日）
常任理事会・理事会

東京
第 59 回通常総会

9 月 19 日（土） 常任理事会・第 39 回全日本珠算技能競技大会役員打合せ 東京
9 月 20 日（日） 第 39 回全日本珠算技能競技大会

10 月 11 日（日） 第 49 回全国珠算学校集合研修会／懇親会 埼玉         12 日（月） 常任理事会・理事会（午前）
11 月 15 日（日） 中間監査会・常任理事会 本部事務局

年 月・日
◆珠算

（級） （段位）

2020 年
（令和 2 年）                                   

1 月 26 日 第 322 回 第 269 回
3 月 22 日 第 323 回 第 270 回
5 月 24 日 第 324 回 第 271 回
7 月 26 日 第 325 回 第 272 回
9 月 27 日 第 326 回 第 273 回

11 月 22 日 第 327 回 第 274 回

2021 年 
（令和 3 年）

1 月 24 日 第 328 回 第 275 回
3 月 28 日 第 329 回 第 276 回
5 月 23 日 第 330 回 第 277 回
7 月 25 日 第 331 回 第 278 回
9 月 26 日 第 332 回 第 279 回

11 月 28 日 第 333 回 第 280 回

年 月・日
◆暗算

（級） （段位）

2020 年
（令和 2 年）

1 月 26 日 第 278 回 第 197 回
3 月 22 日 第 279 回 第 198 回
5 月 24 日 第 280 回 第 199 回
7 月 26 日 第 281 回 第 200 回
9 月 27 日 第 282 回 第 201 回

11 月 22 日 第 283 回 第 202 回

2021 年
（令和 3 年） 

1 月 24 日 第 284 回 第 203 回
3 月 28 日 第 285 回 第 204 回
5 月 23 日 第 286 回 第 205 回
7 月 25 日 第 287 回 第 206 回
9 月 26 日 第 288 回 第 207 回

11 月 28 日 第 289 回 第 208 回

年 月・日 回数 期

2020 年
（令和 2 年）

2 月 16 日 第 76 回 後期
6 月 21 日 第 77 回 前期

10 月 18 日 第 78 回 中期

2021 年
（令和 3 年）

2 月 21 日 第 79 回 後期
6 月 20 日 第 80 回 前期

10 月 17 日 第 81 回 中期

※ 2020 年 全珠学連「会員手帳」に掲載予定
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≪編 　集 　後　 記≫

▽新学期が始まり、朝方には、元気に登校する子どもたちの姿を目にするようになりました。
自分が自由に使える時間をどのように過ごすかが飛躍のかなめ、とよく言われます。今年も厳しい
暑さとなった夏休みでしたが、そろばんを学ぶ生徒さんが暑さに負けず練習のペースを守り、技術・
精神面で大きく成長されることを期待しています。
▽第 38 回全日本珠算技能競技大会が東京のアルカディア市ヶ谷にて開催されました。今年から場所
を移し、新会場での大会となり新鮮な気持ちで臨まれた選手・関係者のみなさんも多かったことで
しょう。皆様の期待に応えられるように、できる限りの準備をして運営にあたらせていただきまし
たが、行き届かなかった点は次回の大会に向けて改善していきたいと思います。今号には大会の成
績が掲載されております。優勝 10 部門の内 9 部門が宮城県という圧倒的な結果を目の当たりにして、
各都道府県支部におかれましては、来年の大会に向けて、さらなる努力を重ねられることと思います。
全国より参加された選手の皆様をはじめ引率の保護者様、先生方、おつかれさまでした。
▽第 48 回全国珠算学校集合研修会が福岡県支部主催のもと「ヒルトン福岡シーホーク」にて開催され
ました。第一講の林覚乗先生、第二講の岡部秀夫先生の講演はともに珠算学校集合研修会という学
びの場にふさわしい内容でした。我々指導者が、他者と接する上で心がけておくこと、「しゃべる」と
いうことの重要性を認識しておくこと、世界の珠算界の状況で知っておくべきこと、など内容は多
岐にわたりました。講演内容が要約されて掲載されておりますので、参加できなかった先生方も日
頃の指導に役立てていただければと思います。　最後になりますが、集合研修会開催にあたり長期
間の準備から当日の運営と御尽力いただきました永田支部長をはじめ福岡県支部の会員の皆様、大
変お世話になりありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　      （広報委員長　木谷晋也）

▽今年の夏は、例年になく遅い梅雨明け後の暑さが厳しいところ、7 月 30 日に恒例の第 38 回全日
本珠算技能競技大会が開催されました。交通至便の会場 「アルカディア市ヶ谷」 （私学会館）に変更し
て、モンゴルからの 4 名含め全国各地から 242 名の選手が参加し熱戦が繰り広げられ、無事終了し
ました。引率の先生がた、役員の皆様のご尽力・ご協力に感謝いたします。8 月の集合研修会につ
きましては福岡県支部の先生方の企画・協力の下、大変有意義な研修会となりました。また、3 年
ぶりに研修会後のオプショナルツアーが企画され、38 名の先生方が参加され、長崎の世界遺産など
の見学の他、楽しく和気あいあいと、参加された先生方も大満足のツアーとなりました。
▽すでにご案内しております様に、昨年は台風のため中止となった第 10 回 珠算指導者研修会 「明日
の珠算を考える会 2019」 が、東京で開催されます。多数の先生方にご参加いただき、珠算界の課題
など実りある意見交換会となることを期待しております。　　　　　　　　　　（本部事務局　木股）
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